
【松原・下筌ダムの操作状況図】

【松原・下筌ダムの効果】

　小渕水位観測所地点水位比較図

問い合わせ先 ： 国土交通省　筑後川ダム統合管理事務所　管理課長　植西　清、専門官　雨郡　智也　　電話　0942-39-6651

平成27年6月11日（木）

１７：００時点　　　

6月11日の大雨による松原・下筌ダム洪水調節の効果について

◆松原・下筌ダムの洪水調節の効果
　松原・下筌ダムへ流れてくる水量の一部を両ダムへ貯めることで、ダム下流の小渕水位観測所地点にお
いて、今回の大雨による河川の最高水位を約0.20メートル低下させ、洪水を安全に流下させることが出来
ました。

◆筑後川水系松原・下筌ダムの上流域において、10日21時からの総雨量は120mm、11日12時に雉谷雨量
観測所において1時間に42mmを観測し、両ダムへの最大流入量は毎秒約920立方メートルに達しました。

小渕水位観測所
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▼計画高水位 5.50ｍ

▼はん濫危険水位 4.50m

▼避難判断水位 4.00m

▼はん濫注意水位 3.00m

▼水防団待機水位 2.20m

約0.20m軽減
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△今回の大雨で観測した 河川水位

最高水位３．２６m

【速報】

▽ダムで河川の水量を調節しなかった場合

推定水位３．４７m

日田市役所

松原ダム
下筌ダム

＜最大放流量＞
下流河川へ流した水量

710立方㍍／秒

松原・下筌ダム

洪水調節を行い両ダムに

約１６０万立方㍍の水を

貯めました。

松原・下筌ダム
＜流入量＞

ダムへ流れてきた水量
920立方㍍／秒

きじや
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